
Japan Welding Society

NII-Electronic Library Service

Japan 　Welding 　Sooiety

343 N
．

i − 20CT ’　− 10W − 9Mo − 4Cu

合 金 プ ラ ズ マ 粉 体 肉 盛 層 0 ） 耐 硫 酸 性

第
．
メ テ コ   ○ 服 部 　武 、塚 本 　正司

Ct〕rrosion 　resistance 　of 　Ni−2  Cr−・10W −9Mo −4Cu　a ⊥10y

prDduced 　by 　PTA 　weldirlg 　in　sulfurjc 　acid 　solu しil〕n

　 　 　 by　Takeshi　Hattori　and 　Shoji　TE；uka 旧 oto

1 ．緒 言

　 Ni − 20Cr − 10W − 9Mo − 4Cu 台金 〔以下 A 合金 と称 す る ） よ りな る粉 末 を

用 い た高 速 ガ ス 炎溶 射法 に よ る 溶射 皮膜 は 優 れ．た耐硫酸性 を 示す が 、溶射皮膜に は 気孔や

粒子 間 隙閤 な ど の 微細 欠 陥 が存 在 す る の で 沸騰硫 酸水溶 液 は基材 境界 まで 浸透 し 、基材 が

腐 食 さ れ る 。

n
よ っ て 、基材 の 腐 食 を防止 す る ため に基 材 に 予 め Pd − P 無電 解 め っ き の

薄 膜 を 施 し た後 に A 合金 の 溶 射皮膜 を 施す 複 合処理法を 開発 した 。こ の 複 合処理 皮 膜は 、

沸 騰硫 酸水 溶液 中 に お い て す ぐれ た 耐食性 を 示 す と と も に 基 材 の 腐食 も 防止 さ れ る 。
213 ）

　今 回 は A 合金 粉末を 用 い たプ ラ ズ マ 粉体肉盛溶接法 （以下 PTA 法 と称 する ）に よ り肉

盛 層を 試作 し、そ の 耐硫酸性 に つ い て 調査 し た結果 に つ い て 述 べ る 。

2 ．供試材お よ び 実験方法

　 150 φ x15tmm の SS400 材か ら な る 基材 に 、 Table1 に 示 す溶 接条 件 を

用 い て A 合金 の PTA 法に よ る 3 層肉盛溶接 を施 し た。肉盛層 の 厚 み は 5mm で あ り、そ

の 第 3 層 よ り耐 食性評 価 用の 試 験 片 を削 り出 し試験 に 供 し た 。耐食 性評 価試 験 と して 50

1nass ％ の 沸騰 硫酸 水溶 液中 で の 浸漬腐 食試験 と 5Vol ％ （9 ． 3mass ％ ）硫酸

水溶液 （室温 ）中の ア ノ
ー

ド分極測定試験 を行 っ た 。硫 酸浸 漬腐 食試験 で は 、比 較材 と し

て ハ ス テ ロ イ C − 276 の 圧延板お よ び SUS304 の 圧延 板 を 用 い た 。ま た 、ア ノ ー ド

分極 測 定の 比 較 材 と し て ハ ス テ ロ イ C − 276 の 圧延板 を用 い た 。

3 ．結果 お よ び 考察

　 A 合 金 の PTA 法 に よ る 肉盛 溶 接層 の 表層 の 化学成 分分析 結果 を Table2 に 示 す。

50mass ％ 沸騰硫酸水溶 液中で の 各供試材の 腐食速 度 を Fig ． 1 に 示 す。 A 合 金 P
rl’

　 A 肉盛 層 の 腐 食速 度は 、ハ ス テ ロ イ C − 276 圧 延板 の 3 分 の i 以 下 で あ り、そ の 耐硫

酸性 は 極め て 優れ て い る 。 な お 、比較 材の SUS304 圧 延 板 は 腐食 試験 の 初 期 に お い て

全 て 沸 騰硫 酸水 溶液 中 に 溶解 し て 消失 した 。

　 ア ノ
ー

ド分極 測定 結果 を Fig ． 2 に 示 す 。 A 合 金の PTA 肉盛 層 の 腐 食電 位 （Eco

rr ）は ハ ス テ ロ イ C − 276 圧 延板の 腐食電位 と比較 し て 若干 低 い が 、 A 合 金 の PTA

肉 盛層 の 不 動態 域 は ハ ス テ ロ イ C − 276 圧 延 板 の 不 動態 域 と比 較 し て よ り安 定 な 傾 向が

認 め られ る 。なお 、 A 合金 の PTA 肉盛層 の 硬 さ は 約 HV400 で あ り、 A 合金 の PTA

肉 盛層 は耐酸性 と と も に 耐摩耗性 に も優れ る の で 、耐食耐摩 耗 用途 に 有 効で あ る 。
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Ta．ble　 1．　 Parameters　 of 　 I「1
’
A　welding

Current

Voltage

Speed

Oscillating　 cycle

Oscillation 　width

Preheati  tetSTP．

Table　2．　Composition　of　PTA　layer　〔　mass 　％　｝

（A ｝ 80

（V ） 25 〜 28

  ／s ） 1 。2

e （Hz ） 0 ． 7

h 〔  ） 12

〔K ） 573
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Figure　l・Corrosion　rates　of　several 　plates
　　　　　　　　in　boiling　50　mass ％ su】furic　acid
　　　　　　　　solution
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Fig．2　Anodic　Polarizatiofl　Curves　of 　Alloy　A

　　　　PTA 　Layer　and　Hastelloy　C　276
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